
「秋田美桜酵母」
で醸しました
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あきたの未来

あきたの未来
つなぐつむぐ

枝払い、獲物の解体などに用いる山刀「フクロナガサ」。
柄が筒状で、棒を差し込むとやりとしても使える。

木村 望さん益田 光さん永沢 碧衣さん

永沢さんが描いたクマのイラスト。県がクマの被害を防止
するために作成したチラシに使用されている。

「時代が変わればマタギも変わる。今は今のやり方で、集
落以外の若者を受け入れている。」と、話す鈴木さん。

マタギに憧れ、北秋田市阿仁地区に移住。新人マタギとして経験を積む
益
ます

田
だ

光
こう

さんと木
き

村
むら

望
のぞみ

さん。画家として活動しながら狩猟免許の取得を目指し、
阿仁でマタギ文化や山を学ぶ永

ながさわ

沢碧
あお

衣
い

さん。3人は全員25歳。打当マタギの
シカリ（頭領）鈴

すず

木
き

英
ひで

雄
お

さん（72歳）と出会い、マタギの道を志すようになりました。

若
者
た
ち
が
憧
れ
た
の
は
、都
会
で
は
な
く
、

阿
仁
の
山
で
の
暮
ら
し
。若
者
と
マ
タ
ギ
と
の
出
会
い
が
、

伝
統
文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ
。
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あきたの未来
つなぐつむぐ変化を恐れず、柔軟に、

地域に新たな風を入れる

阿仁でマタギと出会い、
山での暮らしに憧れる

益田光さんは広島県出身。都内の大
学在学中に北秋田市を訪れてマタギの存
在を知りました。大学卒業後、秋田林業
大学校で2年間学びながらマタギへの思
いを膨らませる中で鈴木さんと出会い、教
えを請うようになりました。大学校卒業後
の昨年6月に北秋田市に移住。今は鈴木
さんと山に入って猟や山の知識を学ぶ日々
です。益田さんは「猟や山歩きを満喫でき
て毎日が楽しい。今後は山に自生する植
物など山の恵みを生かした特産品開発に
も挑戦したい」と充実した表情を浮かべま
す。
木村望さんは山梨県出身。北海道の
大学でエゾシカの食害や「野生動物管理」
について学ぶ中、阿仁のマタギに興味を
持ちました。農村体験ツアーで北秋田市
を訪れて鈴木さんに会ったのをきっかけに
大学2年から1年間休学して北秋田市に
移住。大学卒業後、再び北秋田市に移
住してアルバイトや農業の傍ら、猟の経験
を積んでいます。昨年から知り合いとネギ
栽培をスタート。「食に関心があり、農業
は以前からやってみたかったこと。まずは
ネギ栽培を頑張りたい」と北秋田市での
生活に気合いが入ります。
永沢碧衣さんは、絵の
制作を続けながら、狩猟免

許の取得を目指し、地元の横手市から鈴
木さんの元に通ってマタギの知恵や伝統、
心得を勉強中。「自然や山、生き物との
付き合い方、マタギの精神を学んで作品
制作のインスピレーションを得るようになり
ました。将来は狩猟を行い、山で感じたこ
とを絵で表現したい」と話します。
マタギを志す若者は他にもいて「おかげ

さまで私たちの仲間は今後さらに増えそうで
す。若い人にマタギ文化を継承してもらい
たい」と鈴木さんは喜びの表情で語ります。

来る者拒まず、寛大に
志望者の熱意を受け入れる

北秋田市阿仁地区に残るマタギ集落は、
根
ねっ こ

子、比
ひ

立
たち

内
ない

、打
うっ

当
とう

の3集落。打当マタ
ギの家系に生まれた鈴木さんはシカリだっ
た祖父に連れられ、15歳から猟を始め、
農業と両立してきました。「阿仁地区のマ
タギは地域の絆や伝統を守るため、集落
ごとに独特のマタギ文化を受け継いできま

した。しかし、高齢化や後継者不足が進
む今、文化を守るだけでなく、外に発信し、
魅力を伝えていかないと伝統が途絶えてし
まいます。それぞれに考えはあると思いま
すが、私は周りに理解を求めながら“来る
者拒まず”の精神で、外から来るマタギ志
願者を山に案内し、知恵や文化を伝えて
います」。そう話す鈴木さんの言葉に、何
百年と続くマタギ文化を絶やしたくないとい
う強い決意がにじみます。

伝統のマタギ文化や
精神を若者たちに伝えたい

共に山に入り、鈴木さんがマタギ志願
者に伝えていることは、山の神への信仰
心や、授かったクマを粗末にせずきちんと
供養して魂を山の神に返すこと、クマの肉
はベテラン・新人問わず平等に分ける「マ
タギ勘定」のことなど。伝統のマタギ文化
を学ぶ若手3人は、口をそろえて話します。
「マタギのシカリである鈴木さんが外から来
た自分たちを快く受け入れてくれたおかげ
でこの地に縁ができました」。一人のマタ
ギとの出会いが、伝統の世界へと入る大
きなきっかけになりました。
「地域に貴重な若い力が加わり、集落
の活性化にもつながっています。私たちも
若者に刺激をもらって頑張っていきたい」と

鈴木さんは笑顔を見せました。

わらを円盤状に編んだ「ワラダ」は、
ウサギ猟の道具。ウサギが潜む所
に投げ、その音をタカの羽ばたきと
勘違いして恐怖で動けなくなったウ
サギを捕る。

北秋田市

  山を勉強中！  師匠に習い、
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4月から
名称の全国公募が始まります！
“秋系821”は全国のトップブランドを目指し、
秋田県が食味に徹底的にこだわって開発した期待の新品種で、
秋田米全体をけん引する役割が期待されています。
令和2年度に名称を決定し、令和4年秋の市場デビューを予定しています。

お問い合わせ先  県水田総合利用課　☎018-860-1784

令和4年秋デビュー

秋田には、米づくりに適した気
候風土や豊富で清らかな水、高
い栽培技術を持つ生産者など、
おいしいお米を育むために必要
な条件がそろっています。この総
合力＝「秋田の地力」が、“ 秋
系821”のセールスポイントであ
る「食味の良さ」を最大限に引
き出してくれると考えています。

“ 秋系 821” の詳しい情報は、秋田米ウェブサイト 
「ごはんのふるさと秋田へ」で紹介しています。名称の
応募方法は、同ウェブサイトに3月中旬から掲載します。
https://common3.pref.akita.lg.jp/akitamai/

白さと艶が際立つ外観、粒がしっかりしていて、ふっくらとした 
食感が特徴。かむほどに上品なおいしさが広がります。
首都圏で行われた試食調査では、外観、香り、味全てにおいて
高い評価を得ています。 「あきたこまち」に比べて

成熟期が遅い晩生で、収
穫量は同程度。いもち病
に強く、高温による品質
低下が少ないお米です。

おいしいお米を育む
「秋田の地

ち

力
りょく

」

県農業試験場 
上席研究員

川
かわ

本
もと

 朋
とも

彦
ひこ

秋系821

※品種名を伏せての食味評価
　（５点満点の平均値）

5.00

1.00

2.00

3.00

4.00

あきたこまち

総合評価総合評価

秋系821秋系821

柔らかさ柔らかさ

粘り粘り

甘み甘み

香り香り

外観外観

首都圏試食調査
（一般消費者）

秋田の新しいお米

秋系821

食味の
特徴

栽培
特性

秋系821（白米）
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目指せ、秋田から
日本一！

お問い合わせ先  県園芸振興課　☎018-860-1803

エダマメ、ネギの「出荷量日本一」
シイタケの「販売三冠王」

目指すは、

エダマメ ネギ

　本県では県産青果物の生産振興の一環として、京浜中央市場（※）でのエダマメ、ネギの
「出荷量日本一」と、シイタケの「販売三冠王」達成を目指し、園芸メガ団地の整備などを通
じた生産拡大や、販売促進に力を入れています。
　こうした取り組みを、生産者や関係団体などと連携し、オール秋田で進めてきた結果、
出荷量や販売額が伸びるなど、着実な成果が表れてきています。
※京浜中央市場 ： 東京都、横浜市、川崎市の中央卸売市場

　令和元年度は、京浜中央市場で群
馬県を抜き、念願の年間出荷量の日本
一達成が確実となりました。
　特に、県オリジナル品種の「あきた
ほのか」は、香りが良く甘くておいしい
エダマメとして、人気が高まっていま
す。

（R元年
4〜12月）

（R元年
7〜12月） （H30年度）

1,597t
1,795t

4,438t 4,676t

7,045t

2,171t 2,174t

　京浜中央市場での7〜12月期の出
荷量日本一を目指して生産拡大に取
り組んだ結果、青森県を抜いて2位に
なりました。
　県産ネギは、甘くて軟らかいことな
どが評価され、消費が拡大しています。

　平成30年度は「販売額」「販売単価」
で1位、「販売量」は僅差の2位でした。
令和元年度も同様に「販売量」1位を
岩手県と競っています。
　県産シイタケは、厚みがあって品質
にバラつきが少ないことから、高い
市場単価となっています。

首都圏の市場でトップに立つことで県産青果物を全国に広く
アピールし、トップブランドの産地づくりを目指しています ！

秋田県

出荷量 出荷量 出荷量

秋田県 秋田県茨城県 岩手県群馬県 青森県

シイタケ

県園芸振興課

技師 髙
たか

橋
はし

 裕
ゆ

貴
たか

日本一 2位 2位
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水
）

秋
田
県
ル
ー
ト
概
要

各
地

の
中

心
施

設
や

歴
史

あ
る

町
並

み
、オ

リ
ン

ピ
ア

ン
ゆ

か
り

の
地

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
場

所
を

通
過

し
ま

す
。

あ
き

た
PR

キ
ャ

プ
テ

ン
「

ん
だ

ッ
チ

」

Ⓒ
20

15
秋

田
県

ん
だ

ッ
チ

一
部

で
は

、自
転

車
に

よ
る

聖
火

リ
レ

ー
を

予
定

し
て

い
ま

す
。
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● ❶
湯
沢
市

7
ス
タ
ート

長
木
川

美
郷
町

総
合
体
育
館

リ
リ
オ
ス

美
郷
町

総
合
体
育
館

リ
リ
オ
ス

美
郷
中

グ
ラ
ウ
ン
ド

美
郷
中

グ
ラ
ウ
ン
ド

● 大 仙 市 役 所

● 大 曲 高
姿
見
の
井
戸

姿
見
の
井
戸

● ❶
湯
沢
市

長
木
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秋
田
犬
の
里

秋
田
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里

ス
タ
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郷
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仙
南
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ラ
ウ
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ド

入
場
口
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ラ
ウ
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入
場
口

ス
タ
ート

● 大 仙 市 役 所
N ▲

ゴ
ー
ル

姿
見
の
井
戸

姿
見
の
井
戸

ス
タ
ート

● ❶
湯
沢
市

出
発
式

❼
秋
田
市

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

秋
田

市
役

所
前

～
な

か
い

ち
 に

ぎ
わ

い
広

場
 ス

テ
ー

ジ
前

 

N ▲

ゴ
ー
ルな
か
い
ち

な
か
い
ち

秋
田
市
役
所

秋
田
市
役
所

ス
タ
ート

●
竿
燈
大
通
り

中
央
通
り

秋 田

山
王
十
字
路

旭 川

ア ト リ オ ン
● 県
庁

奥 羽 本 線

N ▲7
ス
タ
ート

長
木
川

秋
田
犬
の
里

秋
田
犬
の
里

大
館
市
役
所

大
館
市
役
所

大
館
市
立

総
合
病
院

●

ス
タ
ート

美
郷
町

総
合
体
育
館

リ
リ
オ
ス

美
郷
町

総
合
体
育
館
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ス

仙
南
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N ▲
グ
ラ
ウ
ン
ド

入
場
口

グ
ラ
ウ
ン
ド

入
場
口

N ▲ゴ
ー
ル 秋
田
ト
ヨ
タ
大
曲
店

秋
田
ト
ヨ
タ
大
曲
店

ス
タ
ート

● 大 仙 市 役 所

特
殊
区
間

地
域

の
歴

史
的

、
文

化
的

な
魅

力
を

発
信

で
き

る
場

所
で

、
通

常
の

隊
列

を
伴

わ
ず

に
聖

火
リレ

ー
を

す
る

区
間

ル
ー

ト
周

辺
で

は
交

通
規

制
が

行
わ

れ
る

予
定

で
す

の
で

、ご
協

力
よ

ろ
しく

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

東
京
20
20
大
会
聖
火
リ
レ
ー
秋
田
県
実
行
委
員
会

20
20
.6
.9
-1
0

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

❻
仙
北
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桜

並
木

駐
車

場
～

桜
並

木
駐

車
場

N ▲
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桜
並
木

駐
車
場

桜
並
木

駐
車
場

武
家
屋
敷

通
り

桧 木
内 川 ゴ
ー
ル

ス
タ
ート

角
館
武
家
屋
敷
通
り

❼
鹿
角
市

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
1区

間
道

の
駅

か
づ

の「
あ

んと
らあ

」
～

鹿
角ま

ち
な

かオ
フィ

ス

第
2区

間
幸

稲
荷

神
社

前
～

花
輪

ス
キ

ー
場（

総
合

運
動

施
設

ア
ル

パ
ス

）

鹿 角 花 輪

花 輪 線

ゴ
ー
ル

28
2

鹿角
まち
なか

オフ
ィス

鹿角
まち
なか

オフ
ィス

道
の
駅
か
づ
の

「
あ
んと
らあ
」

道
の
駅
か
づ
の

「
あ
んと
らあ
」

ス
タ
ート

●
花
輪
小

N ▲

ゴ
ー
ル

幸
稲
荷
神
社

幸
稲
荷
神
社 花
輪
ス
キ
ー
場

花
輪
ス
キ
ー
場

ス
タ
ート

●

鹿
角
市
総
合

運
動
公
園

花
輪
ス
キ
ー
場

N ▲

ゴ
ー
ル

姿
見
の
井
戸

姿
見
の
井
戸

ス
タ
ート

五
社
堂

　
本

県
の

聖
火

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
は

、
8

月
13

日（
木

）
か

ら
17

日
（

月
）に

か
け

て
全

市
町

村
25

カ
所

で
採

火
を

し
、

秋
田

市
内

で
県

内
集

火
式

お
よ

び
出

立
式

を
行

い
ま

す
。

県
内

に
数

多
く

あ
る

縄
文

遺
跡

に
関

連
し

た
縄

文
時

代
の

火
起

こ
し

に
よ

る
採

火
な

ど
、さ

ま
ざ

ま
な

採
火

方
法

を
実

施
し

ま
す

。ま
た

8
月

17
日（

月
）に

は
、

秋
田

市
内

で
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

関
連

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

※
 関

係
各

所
と

の
調

整
に

よ
っ

て
、

掲
載

し
て

い
る

情
報

は
今

後
変

更
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

聖
火

リレ
ー

の
情

報
は

、
公

益
財

団
法

人
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
組

織
委

員
会

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イト
か

ら
も

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
で
は
、

聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す

角
館
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
！

　
仙

北
市

角
館

町
の

武
家

屋
敷

通
り

で
観

光
人

力
車

を
引

い
て

い
ま

す
。私

は
体

を
動

か
す

こ
と

や
ス

ポ
ー

ツ
が

好
き

で
、

今
は

約
15

年
続

け
る

ス
ケ

ー
ト

ボ
ー

ド
に

熱
中

し
て

い
ま

す
。

聖
火

ラ
ン

ナ
ー

に
は「

大
好

き
な

角
館

の
魅

力
を

広
く

発
信

し
た

い
」「

自
国

開
催

と
い

う
貴

重
な

ス
ポ

ー
ツ

の
祭

典
に

関
わ

り
た

い
」

「
東

京
20

20
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
か

ら
初

め
て

正
式

種
目

に
な

る
ス

ケ
ー

ト
ボ

ー
ド

を
秋

田
に

広
め

る
き

っ
か

け
に

し
た

い
」と

の
思

い
か

ら
応

募
し

ま
し

た
。

当
日

は
、

角
館

の
方

々
や

家
族

な
ど

い
つ

も
私

を
支

え
て

く
れ

る
人

た
ち

に
感

謝
し

な
が

ら
走

り
、

み
ん

な
で

東
京

20
20

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
盛

り
上

げ
た

い
と

思
い

ま
す

。
菊き

く

地ち

 利り

佳か

さ
ん

Ph
ot

o 
by

 T
ok

yo
 2

02
0

お
問
い
合
わ
せ
先

 県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 ☎
01
8-
86
0-
12
43
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マイナンバーカー
ドの

申請はお早めに！

※ポイントの利用時期が近づくとマイナンバーカードの
交付申請が混み合い、申請から交付まで通常（1カ月）よりも
時間を要することが見込まれます。

※予算案が今後の国会で成立することが前提となります。

※1人当たりの上限は、5,000ポイントを予定

キャッシュレスで2万円のチャージまたは買い物をすると

マイナンバーカードを
申請

マイキーIDの
設定

マイナポイントの
申込み

1人当たり5,000円分のマイナポイントがもらえます！1人当たり5,000円分のマイナポイントがもらえます！

2020年7月以降予定2020年7月以降予定

ステップ 1ステップ 1 ステップ 2ステップ 2 ステップ 3ステップ 3

「マイナポイント」が
マイナンバーカードで

もらえる！25%

キャッシュレス決済サービスへの
チャージまたはQR決済をすると
マイナポイントが付与されます。

マイナポイント分も利用して
買い物ができます。

チャージ・QR決済

マイナポイントがもらえる

2020年9月開始！
キャッシュレスでチャージまたは買い物をすると

国では、2020年9月から
マイナポイントを活用した消費
活性化策を実施予定です。
マイナポイントは、選択した
キャッシュレス決済サービスの
ポイントとしてお買い物で使えます。
（マイナポイント1ポイント=1円相当）

あきたびじょん　2020年3・4月号8



「マイナポイント」をもらうためには
マイナンバーカードを取得

❶ スマートフォンで顔写真を
撮影

❷ スマートフォンで交付申請
書のQRコードを読み取る

❸ 申請用ウェブサイトでメー
ルアドレスを登録

❹ 申請者専用ウェブサイトの
URLが届いたら、顔写真を
登録、必要事項を入力して
申請完了

スマートフォンや郵便などでマイナンバーカードを申請します。発行されたマイナンバーカードは
市町村窓口で受け取ります。 ※「パソコン」「カード申請に対応した証明用写真機」からも申請可能です。 

0120-95-0178

※Android端末は「JPKI利用者ソ
フト」もダウンロードが必要（今
後、マイナポイントアプリと一体
化予定）

手順 1手順 1

※申請から交付まで通常で1カ月程度の
時間を要します。

※申請から交付まで通常で1カ月程度の
時間を要します。ステップ 1ステップ 1

マイキーＩＤの設定
マイキーIDの設定には、対応スマートフォン、または
インターネットに接続されたパソコンとICカードリー
ダーが必要です。

上記手続きについて
支援を受けたい方は、
お住まいの
市町村窓口に
お問い合わせ
ください。

詳しくはこちら

ステップ 2ステップ 2

マイナポイント申し込み（2020年7月以降を予定）

スマートフォンアプリやパソコンからマイナポイント申し込みページにログイン
し、利用するキャッシュレス決済サービスを選択してマイナポイントを申し
込みます。

ステップ 3ステップ 3

申込
み方
法

【マイナポイントに関するお問い合わせ】

スマートフォン
交付申請書に必要事項を記入し、6カ月
以内に撮影した顔写真を貼り付けて郵
送し、申請完了

郵     便イチ
オシ！
イチ
オシ！

交付申請書がない場合

マイナポイントアプリを
ダウンロード

手順 2手順 2
アプリの指示に従って
マイナンバー
カードを
読み取り

マイナンバーカード
申請時または取得時に
設定した4桁の
暗証番号を入力

平日　9：00～20：00／土日祝　9：30～17：30

手順 3手順 3

お住まいの市町村窓口に
お問い合わせください。

お問い合わせ先  県情報企画課　☎018-860-4206
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秋田県公式ウェブサイト「美の国あきたネット」
 県公式Facebook　  県公式Twitter情 ひ ろ ば報の

自動車を譲渡された方へのお願い
自動車を譲渡した際は、運輸支局で移転登録

の手続きを行い、登録名義人を変更してくださ
い。

自動車税種別割は、4月1日現在の車検証の
登録名義人に課税されます。手続きを行わない
と、翌年度も元の名義人に自動車税種別割が課
税されますので、ご注意ください。
問 秋田運輸支局登録ヘルプデスク

☎050-5540-2012
問 県税務課　☎018-860-1123

第6回ふるさと秋田文学賞 
受賞作品集刊行
「B

ベ ー ス ボ ー ル
ASEBALL C

ク ラ ウ ド
LOUD」（上

こう
月
づき

文
ふみ

青
お
・作）、「遊

びにおいでよ」（えばたえり・作）など入賞4作品
と選評などを収録した作品集を刊行しました。
美の国あきたネットや県内公立図書館でご覧く
ださい。

郵送サービス（作品本文のみコピー）をご希望
の方は、便せんにお申込者の郵便番号、住所、
氏名、電話番号を明記し、140円分の切手を同
封の上、〒010-8570秋田県総合政策課県民
読書推進班まで郵送してください。

 コンテンツ番号　21547
問 県総合政策課　☎018-860-1216

寄附禁止のルールを守りましょう
春は贈り物やお祝い事をする機会の多いシー

ズンです。政治家が選挙区内の人にお金や物を
贈ることや、有権者が政治家に寄附や贈り物を
求めることは禁止されています。

寄附禁止の3つのルールを守って、明るい選
挙を実現しましょう。

①政治家は有権者に寄附を贈らない
②有権者は政治家に寄附を求めない
③政治家から有権者への寄附は受け取らない
コンテンツ番号　46792

問 県選挙管理委員会　☎018-860-1145

国際交流員を無料で派遣します
県庁で働く米国、韓国、中国、ロシア出身の

職員と気軽に国際交流を楽しんでみませんか。
参加者の年齢や希望、目的に合わせてメニュー
を作成します。

派遣を希望される場合は、希望の日時や内容
を県国際課までお知らせください。

※ 10名程度のグループでお申込みください。
県内どこでも派遣できます。

コンテンツ番号　15780
問 県国際課　☎018-860-1218

奨学金返還助成の認定申請
若者の県内への定着促進に向け、県内企業な

どに就職する新卒者等を対象に奨学金の返還
助成を行っています。対象者は、3年間で最大
60万円の助成を受けることができます。

助成希望の方は、募集要項の内容をご確認の
うえ、「助成対象者認定申請」を行ってください。

 コンテンツ番号　46990
問 県移住・定住促進課

☎018-860-3751

令和2年度に出生・死亡・死産・婚姻・
離婚の届け出をされる方へのお願い

令和2年4月1日から令和3年3月31日の間に
事由が発生した表題の届け出を市町村窓口に提
出される方は、届出書に「職業」の記入を（死亡
届には「産業」の記入も）お願いします。

届け出られた事項は、人口動態調査（統計法
に基づく基幹統計調査、厚生労働省所管）に用
いられるほか、公衆衛生や労働衛生、社会福祉
などの各施策のための重要な基礎資料として活
用されます。情報は統計法により厳しく守られて
おりますので、安心してご記入ください。

皆さまのご理解とご協力をお願いします。
問 県健康づくり推進課　☎018-860-1426

使いやすくなりました ！ 
肝がん入院医療費助成のご案内

B型・C型肝炎ウイルスによる肝がん・重度肝
硬変で複数月入院した場合、自己負担額を月1
万円に軽減できる場合があります。

さまざまな要件がありますので、詳しくは入院
医療機関または県保健・疾病対策課へご相談く
ださい。
 対　　象 B型・C型肝炎ウイルスによる肝が

ん、重度肝硬変と診断されている方
で世帯年収が概ね370万円未満の
方

 申請窓口 秋田市在住者・・・
　県保健・疾病対策課
秋田市以外の在住者・・・
　県地域振興局福祉環境部（保健所）

 コンテンツ番号　38666
問 県保健・疾病対策課

☎018-860-1424

4月は「あきたクリーン強調月間」です ！
雪解けによりポイ捨てごみが目立つ4月を「あ

きたクリーン強調月間」として、各地域で行われ
るクリーンアップへの参加を呼び掛けています。

美しい秋田の海を守るため、クリーンアップに
積極的に参加しましょう。

 コンテンツ番号　6608
問 県温暖化対策課　☎018-860-1560

お知らせ
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41553
コンテンツ番号が付与されている情報については、美の国あきたネットで詳細をご確認いただけます。
画面上部の「サイト内を検索する」に番号を入力してください。

■サイト内を検索する

 定　　員 100名（申込多数の場合は抽選）
 申込方法  はがき（4月12日（日）消印有効）に

①住所②氏名③参加人数④電話番
号を記入し、お申し込みください。

 申　込　先 〒019-2611
秋田市河辺戸島字井戸尻台47-2
秋田県林業研究研修センター
総務企画室

 コンテンツ番号　46721
問 県林業研究研修センター

☎018-882-4511

雪割草展 Ⅰ ・ Ⅱ
雪の下から積もった雪を押し上げ、春一番を

告げる雪割草。小さな花ながら、早春を彩る山
野草として人気があります。地域の愛好家の方々
が育てた、愛らしくも変化に富んだ色とりどりの
自慢の花々を展示します。
 日時 3月7日（土）～8日（日）

3月19日（木）～22日（日）
いずれも9：30～16：00

 会場 県立農業科学館
 料金 無料
問 県立農業科学館

☎0187-68-2300

秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会
今年度県内各地で行われた遺跡の発掘調査

について、久保田城跡や史跡払田柵跡など、主
な遺跡の調査成果を分かりやすく報告し、出土品
の実物や写真パネルを展示・解説します。石器づ
くりの実演や製作体験コーナーなどもあります
ので、ぜひご来場ください。
 日時 3月14日（土）10：00～16：30
 会場 県生涯学習センター
 料金 無料
問 県埋蔵文化財センター

☎0187-69-3331

学生の就活を応援 ！ 
秋田県合同就職説明会

令和3年3月に大学や短大、専修学校等を卒
業予定の学生や既卒者を対象に、秋田県合同就
職説明会を仙台・東京・秋田で開催します。事前
申込不要、入退場自由です。

【仙台会場】
 日時 3月18日（水）

13：00～16：00（受付12：00～）
 会場 仙台サンプラザ（宮城県仙台市）

【東京会場】
 日時 3月19日（木）

13：00～16：00（受付12：00～）
 会場 中野サンプラザ（東京都中野区）

【秋田会場】
 日時 3月25日（水）

12：00～16：00（受付11：00～）
 会場 秋田ビューホテル

 コンテンツ番号　42868
問 県移住・定住促進課

☎018-860-1248

「山菜講座」参加者募集
“安全安心な山菜採り”をするための講座です。　
山菜採りのマナーやクマからの危険回避法、

中毒例の多い毒草との見分け方などを室内で講
習するほか、敷地内にある山菜試験地では、実
物を見ながら説明します。
 日　　時 4月25日（土）10：00～11：50
 会　　場 県林業研究研修センター
 料　　金 無料

県立技術専門校 
令和2年度入校生募集

県立技術専門校では、実習重視のカリキュラ
ムで、産業界で活躍できる専門的な技術・技能
を持つ人材を育成しています。

募集要項は技術専門校で配布するほか、美の
国あきたネットからダウンロードできます。
 募　集　科 県立鷹巣技術専門校建築工芸科

（中学校卒業者等コース）
 入校願書受付 3月2日（月）～17日（火）

 コンテンツ番号　17362
問 県立鷹巣技術専門校　☎0186-62-1626

少年問題の相談窓口
チャイルド・セーフティ・センターでは、少年の

健全な育成を図るため、相談対応や非行・犯罪
被害防止教室を実施しています。子どもが非行
やいじめ、交友関係などで悩んだら、当センター
までご相談ください。
◆チャイルド・セーフティ・センター

☎018-831-3421
問 県警察本部少年女性安全課

☎018-863-1111

沿岸でグラッときたら高台へ
平成23年の東日本大震災では、津波による

死者が1万4千人を超え、昭和58年の日本海中
部地震では、県内における死者の9割以上が津
波によるものでした。

沿岸部で大きな揺れを感じたときは、津波に
備え、速やかに高台に避難しましょう。
問 県警察本部警備第二課

☎018-863-1111

催  し

県政広報の
ご案内

テレビ「あきたびじょんNEXT」
18:55〜　■月曜日　秋田朝日放送

■木曜日　秋田放送・秋田テレビ

ラジオ「秋田県からのお知らせ」
7:50〜　■金曜日　エフエム秋田

新聞「あきた県広報」
■毎月第4土曜日
秋田魁新報
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今
の

雪のない正月は幾度か経験しましたが、今年のよ
うに「寒の入り」になっても暖かく、降雪の少ない日
が続いたのは記憶がありません。
始めのうちは、「雪かきもいらず、暖房用の灯油も

節約できて」と歓迎ムードでしたが、そのうちに「これ
だけ暖冬だと困るな」という声が大きくなってきました。
スキー場は稼げないし、雪を前提にした秋田の冬
の風物詩で、近年は海外からの多くの観光客も混じっ
てにぎわう各地の冬行事も一部中止になり、少なか
らず地域経済に影響を及ぼす結果となりました。
さらに、山の雪は貴重な水資源でもあり、農業や

水道など水不足も懸念されています。
雪による弊害という課題はあっても、あまりに極端

な暖冬も、別な意味の問題を引き起こします。
地球温暖化対策が急務といわれ久しくなりますが、
超大型台風の発生が増えてきたことなど、言葉だけ
ではなく、社会経済システムのあるべき姿にも関わる
根本的課題として、環境問題に真剣に向き合わなけ
ればならない状態に入ったということではないかと思
います。
「足るを知る」という言葉を思い起こしたいものです。

暖冬異変佐
竹
び
じ
んょ

知
事
コ
ラ
ム

華やかなピンク色が印象的な
「さくらワイン」。県総合食品研
究センターが開発した秋田美桜
酵母を使って醸造された逸品で
す。おだやかな香りと優しいテイ
ストが特徴で、毎年立春に発売
解禁。見た目も味わいも、春の
訪れを感じさせてくれるワインです。

※お酒は20歳になってから。

秋田美桜酵母で醸した
「さくらワイン」

メッセージ
message

齋
さい とう

藤 瑠
る  り  こ

璃子さん
1984年生まれ。仙北市出身。多摩美術大学絵画学科油画専攻。2011年から故郷に
戻り農業と制作活動を開始。双方を軸としながら、自らの日常体験をベースに、絵画作
品や立体作品を制作。主なグループ展に2016年「あきたの美術」（秋田県立美術館）、
2017年「VOCA展2017」（上野の森美術館）、他多数。2009年第24回ホルベイン・ス
カラシップ奨学者。

未来に向かって

8年前、生まれ育った故郷に戻ってきた齋藤さん。
農業とアート、異なる2つの分野を組み合わせながら
活動中です。

農業とアートのコラボレーション

　秋田に帰ってきてもう８年が経
ちました。仙北市西木町で絵を描い
たり、現代美術の作品を作りながら農業
で生計を立てて暮らしています。
　最近では、上桧木内の紙風船上げや、かみ
こあにアートプロジェクト、青森県立美術館
で行われた農業とアートを題材としたアグロ
ス・アートプロジェクトに参加させてもらいま
した。
　秋田県には美術的にも農業的にもまだま
だ面白いことがたくさんあると感じ、生まれ
育ったこの地で楽しく
暮らさせてもらってお
ります。どこかで作品
を見かけた際はよろ
しくお願いします。

齋藤さんの絵画作品




